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二
〇
一
五
年
六
月
二
十
日
（
土
）

午
後
五
時
か
ら
、
新
宿
南
口
か
ら
ほ

ど
近
い
眺
望
の
素
晴
ら
し
い
小
田
急

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
サ
ザ
ン
タ

ワ
ー
二
一
階
パ
ー
ク
ル
ー
ム
に
お

い
て
第
十
七
回
総
会
・
懇
親
会
を
、

四
十
五
名
の
参
加
者（
会
員
・
ゲ
ス

ト
三
十
八
名
、
来
賓
五
名
）
に
よ
り

開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た

水
野
副
会
長
の
も
と
で
以
下
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答
を
経
て
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。（
報
告
：
佐
藤

幹
事
長
、宮
崎
会
計
担
当
副
幹
事
長
）

①
二
〇
一
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
に
つ
い
て（
別
表
１
）

②
二
〇
一
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

③
二
〇
一
五
年
度
予
算
（
案
）
に
つ

い
て

④
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に

つ
い
て（
別
表
２
）

　

懇
親
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
酒
井

正
三
郎
中
央
大
学
総
長
学
長
は
じ
め
、

学
員
会
か
ら
は
榎
秀
郎
副
会
長
、
遠

藤
一
義
白
門
四
六
会
幹
事
長
、
元
木

徹
四
七
白
門
会
支
部
長
、
山
崎
厚
太

四
九
年
白
門
会
支
部
長
に
ご
臨
席
頂

い
た
。

　

出
席
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

四
八
会
同
期
生
で
も
あ
る
酒
井
総
長

学
長
に
ご
出
席
頂
い
た
こ
と
は
大
き

な
励
み
と
喜
び
で
、
参
加
会
員
諸
氏

も
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
会
と

な
っ
た
。

　

司
会
の
長
谷
川
副
会
長
よ
り
開
会

宣
言
後
、
中
央
大
学
校
歌
を
全
員
で

斉
唱
し
、
山
口
会
長
か
ら
は
今
後
の

方
針
、
抱
負
等
々
力
強
い
挨
拶
が
あ

り
、
会
員
一
同
あ
ら
た
め
て
継
続
し

た
協
力
体
制
で
取
り
組
む
こ
と
を
誓

い
合
っ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
酒
井
総
長
学
長

か
ら
大
学
の
近
況
お
よ
び
現
在
大
学

が
取
り
組
ん
で
い
る
中
長
期
計
画
八

項
目
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
四
八

会
へ
の
想
い
を
こ
め
た
祝
辞
、
学
員

会
榎
秀
郎
副
会
長
か
ら
は
四
八
会
へ

の
ラ
ブ
コ
ー
ル
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
祝
辞
を
頂
い
た
。
遠
藤
一
義
四
六

会
幹
事
長
の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
を

行
い
歓
談
に
入
っ
た
。

　

今
年
度
も
新
規
会
員
が
七
名
参
加

で
、
自
己
紹
介
な
ど
の
新
鮮
な
雰
囲

気
で
盛
り
上
っ
て
い
る
中
、
四
八
会

合
唱
同
好
会
に
よ
る
恒
例
の
合
唱
三

曲
を
披
露
し
た
。
日
頃
の
猛
特
訓
の

成
果
が
出
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
こ

と
に
そ
の
中
の
「
ふ
る
さ
と
は
今
も

か
わ
ら
ず
」
の
歌
は
新
沼
謙
治
が
亡

き
妻
と
東
北
大
震
災
で
被
災
し
た
多

く
の
方
に
捧
げ
る
為
に
作
詞
作
曲
し

た
曲
だ
っ
た
の
で
、
想
い
を
伝
え
き

れ
ず
心
残
り
で
あ
っ
た
。

　

指
導
を
仰
ぐ
河
口
三
千
代
先
生

（
現
役
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）
の
美
声
を

聴
い
て
気
を
取
り
直
し
、
佐
山
副
会

長
、
ゲ
ス
ト
の
竹
村
悦
子
く
じ
引
き

娘
さ
ん
に
よ
る
大
抽
選
会
（
金
券
の

み
）
に
突
入
。
一
等
、
二
等
、
三
等

の
当
選
者
は
、
昨
年
の
よ
う
に
新
規

参
加
者
や
ゲ
ス
ト
の
方
に
多
く
、
敗

者
復
活
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
（
景

品
・
肉
グ
ル
メ
カ
タ
ロ
グ
）河
口
先

生
が
見
事
勝
ち
抜
い
て
、
今
年
も

四
八
会
お
も
て
な
し
精
神
が
発
揮
さ

れ
た
抽
選
会
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
菊
田
副
会
長
リ
ー
ド
の
応

援
歌
と
エ
ー
ル
、
榎
本
副
会
長
閉
会

挨
拶
、
全
員
で
ニ
ッ
コ
リ
記
念
撮
影

を
し
て
お
開
き
に
な
っ
た
。

　

名
残
惜
し
い
会
員
は
二
次
会
で

三
三
名
、
三
次
会
で
も
更
な
る
交
流

を
深
め
た
よ
う
で
あ
る
。

 

（
幹
事
長
・
佐
藤
愛
子
）
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同
期
生
の
酒
井
総
長
学
長
を
迎
え
て

総会での議案審議

第17回総会・懇親会開催
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会長挨拶

底
辺
を
広
げ
る
活
動
を

白
門
四
八
会
会
長

山
口

　隆
司

　

白
門
四
八
会
の
皆
さ
ん
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
東
京
の
夏
は
記
録
ず
く
め

の
猛
烈
な
暑
さ
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
一
転
涼
し
く
な
っ
た

と
思
い
ま
し
た
ら
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

栃
木
、
茨
城
、
宮
城
県
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
と
こ

ろ
は
台
風
来
襲
を
は
じ
め
と
し
て
活

発
な
火
山
活
動
等
自
然
災
害
が
猛
威

を
振
る
っ
て
お
り
、
人
間
の
無
力
さ

を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ

ん
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
白
門
四
八
会
は
創
立

十
七
周
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

六
月
に
は
第
十
七
回
総
会
が
新
宿
小

田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
サ
ザ
ン

タ
ワ
ー
で
行
わ
れ
、
酒
井
総
長
学
長

を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
を
含
め
四
十

数
名
の
参
加
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

す
ば
ら
し
い
眺
望
も
あ
っ
て
早
く
も

来
年
の
会
場
候
補
ナ
ン
バ
ー
１
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
こ
の
四
八
会
会
員
は
四
〇
〇

人
余
り
で
、
幹
事
の
方
々
の
協
力
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
と
こ
ろ
会
費
収
入
の
減
少
が

目
立
っ
て
き
て
お
り
ま
す
し
、
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
の
偏
り
も
否
定
で
き
な

い
状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
四
八
会

を
考
え
た
時
、
も
っ
と
も
っ
と
底
辺

を
広
げ
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
十
月
二
十
五
日
（
日
）
に
は

学
員
会
（
Ｏ
Ｂ
）
の
お
祭
り
で
あ
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
多
摩
校
舎

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
初

め
て
の
方
も
是
非
一
度
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
新
た
な
出
会
い
と
交
流

を
求
め
て
み
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

当
日
我
々
四
八
会
は
新
宿
中
村
屋
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
恒
例
に
な

り
ま
し
た
カ
レ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店

し
ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
に
は
「
白
門

四
八
会
」
の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
お

り
ま
す
の
で
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
関

係
者
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
新

た
な
仲
間
を
役
員
一
同〝
熱
烈
歓
迎
〞

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
世
代
は
六
〇
代
半
ば
を
迎
え

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
一
杯
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん

の
人
生
が
益
々
有
意
義
に
な
る
こ
と

を
お
祈
り
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

【別表１】

2014年度　白門48会決算

【別表２】

2015年度中央大学学員会白門48会役員
会 長 山口　隆司（理工学部）
副 会 長 菊田　和行（法学部）会員増強担当

佐山　洋一（経済学部）地方支部連携担当
水野　勝敏（商学部）渉外・大学駅伝応援担当
長谷川孝雄（理工学部）総会・同好会・事務局担当
榎本　真一（文学部）会長代行・広報担当

幹 事 長 佐藤　愛子（文学部）
副幹事長 森田　秀樹（法学部）事業部会・事務局担当

宮崎　謙一（法学部）会計部会担当
島崎　　修（理工学部）広報部会・ホームページ担当

常任幹事 井沢　和夫（商学部）箱根駅伝担当
小田　眞一（商学部）学員会担当
佐藤　　豊（経済学部）会員増強担当
小林　　裕（文学部）広報担当
三森　孝悦（理工学部）イベント担当
藤野美知子（文学部）事務局担当

地方支部 黒羽　一記（文学部）関西支部部会長
三澤　壯義（商学部）東北支部部会長
橋本　　博（経済学部）九州支部部会長

会計監査 藤野美知子（文学部）
国領　義男（経済学部）

眺望の良い総会会場で挨拶する山口会長
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司会の長谷川副会長酒井正三郎総長学長

議長は水野副会長榎秀郎学員会副会長

会計報告をする
宮崎副幹事長

乾杯の発声
遠藤一義46会幹事長

事業報告をする佐藤幹事長

応援歌斉唱をリードする
菊田副会長

会場から見た眺望。手前の森は新宿御苑。中央遠方に東京スカイツリーが見える。

来賓の方々

役員紹介

抽
選
会

賞品が当たりご満悦の
酒井総長学長

合唱披露

河口三千代先生の
ソプラノ独唱

二次会で乾杯の音頭を
とる酒井総長学長

総会
・懇親会
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中
央
大
学
総
長
・
学
長

酒
井
正
三
郎

商
学
部
商
業
貿
易
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

榎

本

真

一
文
学
部
哲
学
科

小
林
国
際
交
流
研
究
所
主
任
研
究
員

小

林

　
裕

文
学
部
文
学
科

矢

澤

米

夫

経
済
学
部
経
済
学
科

白
門
四
八
会
会
長

山

口

隆

司

理
工
学
部
管
理
工
学
科

白
門
四
八
会
幹
事
長

佐

藤

愛

子
文
学
部
文
学
科

白
門
四
八
会
会
計
監
査

藤
野
美
知
子

文
学
部
哲
学
科

㈱
ニ
イ
ク
ラ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

新

倉

利

明

経
済
学
部
産
業
経
済
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

菊

田

和

行

法
学
部
政
治
学
科

白
門
四
八
会
副
幹
事
長

宮

崎

謙

一

法
学
部
法
律
学
科

白
門
四
八
会
関
西
支
部
長

黒

羽

一

記
文
学
部
哲
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

福

島

久

男

経
済
学
部
産
業
経
済
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

佐

山

洋

一

経
済
学
部
産
業
経
済
学
科

白
門
四
八
会
副
幹
事
長

島

崎

　
修

理
工
学
部
電
気
工
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

金

子

健

治

法
学
部
法
律
学
科

土

井

英

雄

商
学
部
会
計
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

水

野

勝

敏

商
学
部
商
業
貿
易
学
科

中
央
大
学
学
員
会
幹
事

小

田

眞

一

商
学
部
会
計
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

太

田

哲

次

法
学
部
法
律
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

江

川

修

司

商
学
部
商
業
貿
易
学
科

白
門
四
八
会
副
会
長

長
谷
川
孝
雄

理
工
学
部
工
業
化
学
科

白
門
四
八
会
常
任
幹
事

佐

藤

　
豊

経
済
学
部
産
業
経
済
学
科

白
門
四
八
会
幹
事

左

居

康

雄

法
学
部
政
治
学
科

中
央
大
学
技
術
士
会
幹
事

小
野
塚
喜
代
一

理
工
学
部
管
理
工
学
科

【協賛広告】

第17回総会おめでとうございます
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同
好
会
紹
介

ぶ
ら
り
散
策
の
会

江
戸
宿
場
町
徘
徊

北
千
住
ぶ
ら
り
散
策
を
催
行

　
「
同
好
会
紹
介
」、
今
回
は
昨
年

の
九
月
、「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
費
用
で
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
発
足
し
た「
ぶ
ら
り
散
策
の
会
」

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※　
　

※　
　

※

　

発
足
第
一
回
は
昨
年
九
月
六
日

（
土
）で「
浅
草
の
裏
を
歩
く
」を
テ
ー

マ
に
二
時
間
ほ
ど
浅
草
観
音
か
ら
普

段
は
な
か
な
か
行
く
機
会
が
な
い
吉

原
神
社
あ
た
り
を
ぶ
ら
ぶ
ら
散
策
し

た
後
、
浅
草
六
区
の
「
水
口
食
堂
」

と
い
う
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
食
堂
で
懇

親
会
を
参
加
者
で
実
施
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

※　
　

※　
　

※

　

第
二
回
目
は
、
十
一
月
十
五
日

（
土
）
に
大
宮
在
住
の
坂
本
さ
ん
の

案
内
で
「
二
千
年
の
歴
史
あ
る
、
大

宮
氷
川
神
社
」
境
内
を
散
策
し
、
そ

の
後
は
、「
鉄
道
の
街
大
宮
」
の
「
鉄

道
博
物
館
」
を
、
私
〝
鉄
道
マ
ニ
ア
〞

を
自
称
す
る
三
森
が
歴
史
あ
る
各
車

両
を
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、〝
知
る
人
ぞ
知
る
〞、

創
作
お
好
み
焼
き
の
店
「
大
宮
人
形

町
」。
お
好
み
焼
き
の
フ
ル
コ
ー
ス

で
〝
珍
し
い
お
好
み
焼
き
〞
を
堪
能

し
ま
し
た
。※　

　

※　
　

※

　

本
年
は
七
月
四
日
（
土
）
に
、「
江

戸
徘
徊
同
好
会
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
松
尾
芭
蕉
、
奥
の
細
道
旅

立
ち
ゆ
か
り
の
地
、北
千
住
に
て「
江

戸
宿
場
町
徘
徊
北
千
住
ぶ
ら
り
散

策
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

案
内
役
は
「
江
戸
徘
徊
同
好
会
」

会
長
の
細
谷
さ
ん
。
松
尾
芭
蕉
の
足

跡
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
地
元
で

人
気
の
中
華
料
理
店
で
昼
食
を
と
っ

た
後
、
午
後
に
は
、
細
谷
夫
人
の
母

校
で
も
あ
る
「
東
京
電
機
大
学
」
が

北
千
住
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
か
ら
、
同
大
学
を
見
学
に
。

　

細
谷
夫
人
博
士
論
文
指
導
の
積
田

学
部
長
自
ら
の
ご
案
内
で
キ
ャ
ン
パ

ス
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
央
大
学
の
よ
う
な
総
合
大
学
と
は

違
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
を
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

北
千
住
は
現
在
住
の
佐
山
さ
ん
や

今
は
横
浜
で
も
育
ち
は
北
千
住
の
菊

田
さ
ん
の
地
元
。
こ
の
地
の
出
身
者

で
な
い
と
聞
け
な
い
話
な
ど
、
新
た

な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
も
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ

れ
た
方
や
、
北
千
住
と
当
日
聞
き
つ

け
て
途
中
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
太

田
さ
ん
等
で
、
十
五
人
程
に
増
え
、

散
策
後
、
駅
前
の
居
酒
屋
で
の
懇
親

会
も
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

※　
　

※　
　

※

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
会
は
途
中
参

加
も
Ｏ
Ｋ
で
、
本
当
に
ぶ
ら
り
と
気

楽
に
参
加
で
き
ま
す
。開
催
地
の
方
々

の
珍
し
い
話
や
、
協
力
を
得
て
今
後

も
開
催
し
て
い
く
計
画
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
年
代
は
こ
れ
か
ら
時
間

に
余
裕
が
出
て
く
る
方
も
増
え
る
と

思
い
ま
す
が
、
健
康
の
た
め
に
も
引

き
籠
ら
ず
、
新
た
な
出
会
い
と
知
識

を
皆
さ
ん
で
共
有
し
な
が
ら
、
長
く

続
け
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
四
八
会
の
皆
さ
ん

か
ら
開
催
地
を
ぜ
ひ
リ
ク
エ
ス
ト
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
は
い
た
し
ま
す
の
で
、
提

案
企
画
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
計
画
は
、
神
奈
川
エ
リ
ア
、

下
町
の
森
下
付
近
、
蒲
田
付
近
、
い

ろ
い
ろ
な
鉄
道
の
沿
線
な
ど
を
企
画

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
リ
ク
エ

ス
ト
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
参
加
者

全
員
で
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
文
責
・
三
森
孝
悦
）

国
際
交
流
同
好
会

平
成
二
十
七
年
度
行
動
予
定

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、
九
月

二
十
六
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
の
六

日
間
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
視
察
す
る
予

定
だ
。
主
た
る
見
学
の
目
的
は
、
世

界
文
化
遺
産
、
シ
ギ
リ
ヤ
ロ
ッ
ク
の

見
学
で
あ
る
。

　

シ
ギ
リ
ヤ
ロ
ッ
ク
は
、
高
さ

二
〇
〇
ｍ
の
大
岩
で
、
周
り
は
切
り

立
っ
た
が
け
に
な
っ
て
い
る
。
五
世

紀
に
建
造
さ
れ
た
岩
上
の
王
宮
跡
と
、

そ
の
周
囲
の
水
路
、庭
園
、貯
蔵
施
設

の
跡
が
見
ら
れ
、
都
市
遺
構
の
呈
を

な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
建

築
と
土
木
技
術
の
高
さ
を
示
し
て
い

る
。
シ
ギ
リ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
中
腹
に
は
、

『
シ
ギ
リ
ヤ
レ
デ
ィ
』
と
呼
ば
れ
る

妖
艶
な
微
笑
を
う
か
べ
る
美
女
た
ち

が
描
か
れ
ス
リ
ラ
ン
カ
唯
一
の
非
宗

教
的
な
壁
画
で
あ
る
。
そ
の
他
、「
仏

歯
寺
」、「
象
の
孤
児
院
」等
を
見
学
し
、

そ
の
詳
細
は
、次
回
、活
動
報
告
す
る

予
定
だ
。

 
（
同
好
会
会
長
・
小
林

裕ゆ
た
か）

同
好
会 

　

　

 

活
動
報
告

学
生
ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好
会

三
つ
の
部
の
戦
績
と
応
援
要
請

　

今
春
の
リ
ー
グ
戦
は
、
何
と
も
惜

し
い
二
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。
開
幕

戦
で
専
大
に
二
連
敗
し
た
の
が
最
後

の
最
後
ま
で
響
き
、
平
成
十
一
年
秋

以
来
の
優
勝
を
逃
が
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
途
中
六
連
勝
と
投
打
が
嚙
み

合
い
快
進
撃
を
見
せ
て
く
れ
、
最
終

戦
の
亜
大
戦
ま
で
専
大
・
国
学
院
と

優
勝
争
い
を
演
じ
、
こ
の
三
大
学
で

の
優
勝
決
定
戦
も
あ
る
の
か
、
と
い

う
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
す
る
シ
ー

ズ
ン
で
し
た
。

　

投
手
で
は
山
手
・
村
川
君
が
二
枚

看
板
と
し
て
頑
張
り
、
打
撃
陣
で
は

泉
澤
・
小
川
・
松
田
君
等
が
開
花
し
、

ど
こ
か
ら
で
も
点
が
取
れ
る
打
線
に

変
貌
し
、
良
い
チ
ー
ム
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
新
人
で
は
伊
藤
投

手（
都
立
小
山
台
）・
吉
田
内
野
手（
佐

野
日
大
）
が
登
場
し
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。

　

夏
季
に
さ
ら
に
鍛
え
、
秋
季
リ
ー

グ
戦
で
は
優
勝
！　

と
の
期
待
は
高

ま
る
ば
か
り
で
す
。

第１回開催懇親会、浅草水口食堂前にて

東京電機大学　積田学部長の話を聞くメンバー

野

球

部
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三
月
の
関
東
大
会
で
は
宿
敵
日
大

に
敗
れ
、
全
日
本
大
学
選
手
権
出
場

を
逃
し
ま
し
た
が
、
春
季
リ
ー
グ
戦

で
は
最
終
戦
で
そ
の
日
大
を
破
り

五
十
九
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

同
部
は
、
休
日
も
な
く
毎
日
厳

し
い
練
習
を
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
、

「
存
在
感
の
あ
る
人
間
づ
く
り
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
、
強
豪
高
校
指
導
者

か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
殆
ど
の
部
員
が

甲
子
園
出
場
選
手
で
す
。

　

六
十
六
年
の
歴
史
あ
る
全
日
本
大

学
選
手
権
で
も
全
国
最
多
の
十
一
回

優
勝
を
誇
り
、
正
に
名
門
と
呼
ぶ
に

相
応
し
い
部
で
あ
り
ま
す
。
一
般
に

は
な
か
な
か
馴
染
み
が
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
使
用
球
が
違
う
だ
け
で
全

く
硬
式
野
球
と
同
じ
で
す
。

　

選
手
た
ち
の
マ
ナ
ー
も
良
く
、
ま

た
指
導
陣
の
厳
し
い
指
導
で
我
々
に

対
す
る
挨
拶
や
態
度
等
も
中
大
ス

ポ
ー
ツ
の
中
で
も
最
上
位
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
一
度
試
合
観
戦
に

出
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、
全
日
本
大
学
選
手
権
関
東

予
選
会
で
も
勝
ち
、
八
月
に
行
わ
れ

た
同
大
会
に
昨
年
に
続
く
連
覇
を
か

け
て
出
場
し
ま
し
た
（
決
勝
で
日
大

に
敗
れ
準
優
勝
）。

　

関
東
大
学
春
季
大
会
（
リ
ー
グ
戦

Ｇ
・
対
抗
戦
Ｇ
の
大
学
が
昨
秋
の
順

位
に
よ
り
六
大
学
ず
つ
Ａ
組
・Ｂ
組
・

Ｃ
組
に
分
か
れ
五
月
は
じ
め
か
ら
行

わ
れ
る
）が
行
わ
れ
、
Ｂ
組（
中
央
・

大
東
・
山
学
・
筑
波
・
慶
應
・
青
学
）

に
入
っ
た
中
央
は
初
戦
の
慶
應
戦
こ

そ
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
大

学
選
手
権
準
優
勝
の
筑
波
を
大
差
で

撃
破
す
る
等
順
調
に
勝
ち
星
を
挙
げ
、

四
勝
一
敗
で
同
組
優
勝
、
大
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

松
田
監
督
就
任
五
年
間
で
三
度
大

学
選
手
権
に
出
場
す
る
な
ど
低
迷
期

を
脱
し
、
着
実
に
力
を
つ
け
つ
つ
あ

り
ま
す
。
部
員
数
も
六
〇
名
強
と
他

大
学
の
半
分
な
い
し
三
分
の
一
位
と

少
な
く
、
ま
た
グ
ラ
ン
ド
も
他
部
と

共
用
等
々
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
戦

う
同
部
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

 

（
文
責
・
金
子
健
治
）

　会員の皆様には「白門48会」の活動
に格別のご高配をいただき、厚くお
礼申し上げます。おかげさまをもち
まして、白門48会は本年創立17年目
を迎え、年間を通して全会員を対象
にした各種同好会活動や定例懇親会
活動を柱に、楽しく活発な活動を展
開しております。
　さて、会の財政運営は会員の皆様
の会費によってまかなわれておりま
す。会の円滑な運営のために、なに
とぞ会費納入にご協力くださるよう
お願い申し上げます。
　会費は、納入か否かにかかわらず、
会員全員に会報・ホームページ、各
種案内の送付などに使用されていま
す。会費を原資に当会の運営がなさ
れていることにご理解をお願いいた
します。
　厳しい経済情勢のおり誠に恐縮で
すが、事情ご賢察の上格段のご配慮
をいただきたく、なにとぞよろしく
お願い申し上げます。

会費納入のお願い

【白門48会連絡先】　幹事長／佐藤愛子
〒192-0351　東京都八王子市東中野228-1101
TEL＆FAX：042－679－3329
携帯電話：090－4098－7379
携帯メール：i.310.dm@docomo.ne.jp
Eメール
アドレス：ai-mimo.310.dm@amber.plala.or.jp

準
硬
式
野
球
部

ラ

グ

ビ

ー

部

リーグ戦表彰式で優勝賞状を受
ける保科主将

春季大会青学戦で迫力ある突進
をする赤池選手

Ⓒ「中大スポーツ」新聞部

白門48会2015年度下半期（2015.9～2016.3）の予定
…　2015年 ………………………………………………………………………………

９月 （実施済）

 東都野球リーグ戦応援
26日（土） ハイキング同好会主催　埼玉日和田山ハイキング＆巾着田散策
 【集合】　９時45分　西武池袋線高麗駅改札口
 【申込連絡先】　小野塚喜代一　090－4377－2511

10月

13日（月） 第112回幹事会　駿河台記念館７階サロン
 16時～会報発行作業、18時半～幹事会
14日（水）～15日（木）　ゴルフ同好会主催　ゴルフコンペ（群馬カントリー）
17日（土） 箱根駅伝予選会応援　立川昭和記念公園
 【集合】　７時50分　立川駅みどりの窓口前
 【申込連絡先（前日まで）】　佐藤愛子幹事長　090－4098－7379
25日（日） 中央大学ホームカミングデー（創立130周年記念）
 10時～17時　各種イベントあり（48会テーブル席有）
 48会主催　中村屋カレー販売　11時～14時

11月

12日（木） 第113回幹事会
14日（土） 白門レガッタ出場&応援
 戸田ボート場
 詳細は後日発表

12月

日程未定 グルメ忘年会

…　2016年 ………………………………………………………………………………

１月

２日～３日 箱根駅伝応援　箱根大平台
５区６区、大手町10区（予
選会での結果次第）

下旬 新年会＆第114回幹事会

２月

下旬 学生スポーツ応援同好会
 ＯＢによるラグビー選手激励会

３月

下旬 花見会
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
《上記以外実施開催未定なイベント》　遠藤利明五輪大臣激励会、八海山１泊
温泉旅行会、下町ぶらり散策、東北支部交流会　etc
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